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１．研究計画の概要 
訪問看護の質保証のための簡便で有効な支
援システムの構築が必要という認識に基づき、
本研究は、①我々がこれまで開発してきた「高
齢者訪問看護質指標」の効果を測定し、有効
性を確認すること、②インターネットのウェ
ブサイトを用いた高齢者訪問看護の支援シス
テムを確立すること、を目的として調査を実
施する。質指標を用いた看護師による実践の
自己評価と、学習を助けるためのウェブサイ
トによる情報提供を行うことを介入とする。
領域別にプロセス評価・アウトカム評価の指
標を決定し、看護記録レビュー及び家族への
質問紙調査等により効果を測定する。 
２．研究の進捗状況 
高齢者訪問看護質指標計16領域からこれま
でに10領域について介入調査を実施または開
始した。過去に参加したステーションからの
意見をもとに、ウェブサイトのデザインおよ
び内容を改善してきている。 
３．現在までの達成度 
 質指標のウェブサイトは新領域を加え完
成しつつあるが、サイトへの書き込みが進ま
ず、今後一層のデザイン上の工夫が必要であ
る。 
４．今後の研究の推進方策 
①調査対象を訪問看護ステーション単位か
ら個人単位に切り替え、調査参加への閾を下
げる。 
②IT 利用に関するステーション調査を実施
する。 
③領域に関する情報収集サイトとしての利
用可能性を高めるようサイトに情報を追加
する。 
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